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市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１７

（
要
旨
を
掲
載
）

　

日
本
の
予
防
接
種
は
世
界
の
中

で
後
進
国
並
み
に
遅
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
一
方
で
国
民
の

予
防
接
種
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

り
要
求
運
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
で
４

番
目
に
多
く
、
肺
炎
で
亡
く
な
る

方
は
年
間
８
万
人
に
達
し
ま
す
。

そ
の
内
の
９
割
が　

歳
以
上
の
高

７０

齢
者
で
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
肺
炎
の
原
因
と
な
る
病
原
体
の

中
で
、
最
も
頻
度
の
高
い
肺
炎
球

菌
と
い
う
細
菌
を
ね
ら
っ
た
予
防

ワ
ク
チ
ン
で
、
一
度
接
種
す
る
と

５
年
間
は
原
因
菌
に
よ
る
肺
炎
の

予
防
効
果
が
あ
り
、
原
因
菌
に
よ

る
肺
炎
に
な
っ
て
も
軽
く
て
済
み

ま
す
。
ま
た
、
抗
生
物
質
が
効
き

や
す
い
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
医

療
費
抑
制
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
「
法
定
外
で
あ
る
た
め
費
用

が
高
く
て
接
種
で
き
な
い
」
と
い

う
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
全
国
で
名
古
屋
市
を
始
め

３
２
７
市
区
町
村
で
独
自
に
公
費

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
に
対
す
る
公
費
助
成

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
法
定
外
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
取
り

組
み
を
、
予
防
接
種
法
に
位
置
付

け
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

予
防
接
種
は
、

国
の
責
任
で
実
施
し
、
費
用
負
担

す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
実
施
の
学
習
指
導

要
領
改
訂
は
、
生
き
る
力
を 
育 
む

は
ぐ
く

体
験
主
義
に
基
づ
く
総
合
的
な
学

習
の
導
入
、
画
一
主
義
を
排
し
教

育
の
多
様
性
を
確
保
等
教
え
る
側
・

教
え
ら
れ
る
側
と
も
に
、
ゆ
と
り

を
生
む
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
詰
め

込
み
教
育
の
反
省
に
立
ち
、
大
幅

な
学
習
内
容
の
削
減
が
な
さ
れ
、

公
立
小
・
中
学
校
の
完
全
週
５
日

制
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
教
育
改
革
か
ら
９
年
、
今
回

の
改
訂
で
は
英
語
の
必
修
化
の
ほ

か
授
業
時
間
数
が
増
加
さ
れ
ま
す
。

新
指
導
要
領
実
施
に
際
し
、
特
別

支
援
教
育
も
含
め
た
対
応
と
、
土

曜
授
業
の
復
活
や
地
域
に
開
か
れ

た
土
曜
補
習
、
土
曜
塾
等
に
対
す

る
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

教
育
長　

平
成　

年
度
か
ら
完

２３

全
実
施
と
な
る
小
学
校
学
習
指
導

要
領
は
、
言
語
活
動
・
理
数
教
育
・

伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
・
道

徳
教
育
・
体
験
活
動
・
外
国
語
活

動
等
の
充
実
が
主
な
改
善
事
項
で
、

特
に
時
数
は
現
行
と
比
べ
６
学
年

あ
わ
せ
て
３
５
０
時
間
程
度
増
加

と
な
り
ま
す
。
特
別
支
援
学
級
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携

支
援
の
必
要
性
が
特
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
土
曜
授
業
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
等
、
国

で
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
の

で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

　

本
市
は
、
自
治
会
活
動
育
成
費

補
助
金
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度

９
３
４
万
８
０
０
０
円
を
座
間
市

自
治
会
連
絡
協
議
会
へ
支
出
し
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
自
連
協
加
盟

自
治
会
の
２
０
０
９
年
度
の
収
支

報
告
を
見
ま
す
と
、
自
治
会
数
１

９
５
の
う
ち
、
収
支
報
告
が
提
出

さ
れ
て
い
る
自
治
会
は
、
１
２
６

自
治
会
。　

自
治
会
が
未
提
出
と

６９

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
支
報

告
が
提
出
さ
れ
て
い
る
１
２
６
自

治
会
の
次
年
度
へ
の
繰
越
金
総
額

は
、
約
９
３
０
０
万
。
し
か
も
ほ

ぼ
す
べ
て
の
自
治
会
に
お
い
て
、

前
年
度
よ
り
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

圏
央
道
は
、
海
老
名
Ｉ
Ｃ
か
ら

厚
木
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
約　

キ
ロ
メ
ー

１０

ト
ル
区
間
が　

年
度
に
開
通
し
、

１２

座
架
依
橋
の
北
側
に
Ｐ
Ａ
（
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
）
が
造
ら
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ａ

の
東
側
は
、
前
に
相
模
川
が
横
た

わ
り
、遠
方
に
座
間
丘
陵
を
望
み
、

北
に
水
郷
「
八
景
の
棚
」
、
春
に

は
新
磯
の
芝
ザ
ク
ラ
、
夏
に
は
ヒ

マ
ワ
リ
、
秋
に
は
稲
穂
の
黄
金
色

等
風
光
明
媚
な
Ｐ
Ａ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
Ｐ
Ａ
に
高
速
道
路
で
は
初
め

て
と
な
る
「
道
の
駅
」
を
造
ら
せ

て
、
そ
こ
に
座
間
の
特
産
物
（
新

鮮
な
野
菜
、
ひ
ま
わ
り
焼
酎
、
大

和
い
も
、
高
座
豚
肉
食
品
な
ど
）

を
含
め
、
厚
木
、
愛
川
、
海
老
名

等
の
物
産
を
販
売
す
る
な
ど
し
て
、

産
業
振
興
や
地
域
お
こ
し
に
つ
な

げ
た
ら
と
い
う
提
案
で
す
。た
だ
、

こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

座
間
だ
け
で
は
な
く
厚
木
を
中
心

に
し
な
が
ら
、
海
老
名
、
愛
川
な

ど
に
働
き
か
け
る
、
そ
し
て
、
市

長
だ
け
で
は
な
く
商
工
会
、
農
協

関
係
者
、
観
光
協
会
な
ど
が
、
お

の
お
の
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

市
長　

相
模
川
の
右
岸
に
Ｐ
Ａ

が
で
き
れ
ば
、
座
間
の
Ｐ
Ｒ
、
物

産
の
販
売
に
非
常
に
有
益
で
は
な

い
か
と
私
も
思
い
ま
す
。
４
市
１

町
１
村
で
開
催
す
る
県
央
サ
ミ
ッ

ト
の
場
で
、
共
通
の
課
題
と
し
て

働
き
か
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
潤
沢
な
留
保
資
金
を

有
し
て
い
る
自
治
会
へ
の
補
助
金

支
出
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
当
局

の
所
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
補
助
金
の
交
付
要

綱
で
は
、
対
象
費
目
は
防
犯
、
防

災
、
環
境
美
化
及
び
組
織
強
化
に

特
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状

の
自
連
協
の
実
績
報
告
書
で
は
、

検
証
が
で
き
ま
せ
ん
。
市
の
補
助

金
支
出
で
は
、
当
然
そ
の
効
果
が

検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

市
民
部
長　

こ
う
し
た
繰
越
金

の
実
態
や
、
実
績
報
告
書
に
お
い

て
検
証
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は

事
実
で
あ
り
ま
す
。
補
助
金
交
付

に
お
け
る
公
正
性
を
担
保
す
る
た

め
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
と
よ
く

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
住
宅
用
太
陽
光

２２

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
を

対
象
と
し
た
補
助
は
、
県
が
１
キ

ロ
ワ
ッ
ト
２
万
円
で
上
限
は
７
万

円
で
す
。本
市
で
も
県
と
同
額
で
、

受
付
期
間
が
平
成　

年
４
月　

日

２２

１２

か
ら
平
成　

年
２
月　

日
ま
で
で

２３

２５

し
た
が
、
６
月　

日
で
予
定
件
数

２８

に
達
し
た
た
め
受
け
付
け
を
終
了

し
、
追
加
受
付
の
予
定
は
な
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
補
助
金
を
辞

退
し
た
方
が
１
件
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
先
着
順
で
申
請
を
出

し
て
お
い
て
、
そ
の
後
工
事
期
間

を
調
整
す
る
こ
と
に
は
矛
盾
を
感

じ
ま
す
。
工
事
完
了
の
実
態
に
つ

い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
に
つ
い

２３

て
は
、
助
成
額
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

１
万
５
０
０
０
円
で
、
５
万
２
０

０
０
円
が
限
度
額
で
す
が
、
そ
の

根
拠
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
前
回

同
様
先
着
順
で
受
け
付
け
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

工
事
完
了
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
２

２３

月
末
時
点
で
、　

件
の
申
請
を
受

５６

け
付
け
、
そ
の
う
ち
辞
退
が
４
件

あ
り
補
助
件
数
は　

件
で
す
。

５２

　

平
成　

年
度
に
つ
い
て
は
、
限

２３

度
額
の
根
拠
は
、
県
と
調
整
し
た

結
果
、
国
の
動
向
や
設
備
価
格
の

低
下
な
ど
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
同
様
先
着
順
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
携
帯
電
話
は
子
供
た
ち

の
生
活
の
一
部
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
携
帯
電
話
は
正
し
く
利
用

す
れ
ば
大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、

そ
の
便
利
な
も
の
が
問
題
を
発
生

さ
せ
る
現
状
が
あ
り
、
無
機
質
な

も
の
に
向
き
合
う
時
問
が
多
く
な

る
こ
と
で
会
話
や
心
の
交
流
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
学
校
教
育
で
は
心
の
教

育
が
必
要
で
あ
り
、
言
葉
を
生
か

し
て
相
手
に
思
い
を
伝
え
る
大
切

さ
を
教
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

心
の
教
育
の
所
見
と
携
帯
電
話

の
実
態
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

教
育
長　

本
市
で
の
児
童
・
生

徒
の
携
帯
電
話
所
有
率
は
、
小
学

生
が　

％
、
中
学
生
が　

％
で
、

４３

７４

そ
の
う
ち
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
所
有

（
５
面
へ
続
く
）

議
会
日
誌

２
・　

・
議
会
運
営
委
員
会

１７

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２４

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２５

３
・
３
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

４
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

７
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１０

　
　
　

・
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

１４

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１５

　
　
　

・
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１６

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１７

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
代
表
者
会
議

２２

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２３

　
　
　

・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２５

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
竹
市
議
員
行
政
視
察
…
北

２８

海
道
ニ
セ
コ
町
（
〜　

）
２９

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

３０

４
・　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２６

　

柏
木　

育
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
を
求
め
る

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

圏
央
道
に
「
道
の
駅
」
を

　

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

新
指
導
要
領
実
施
に
よ
る

授
業
時
間
増
に
土
曜
学
習
の
導
入
を
！

　

沖
永　

明
久 
議
員
《
市
民
連
合
》

自
治
会
補
助
金　

補
助
金
額
を
大
き
く
上
回

る
繰
越
金
と
効
果
検
証
は
ど
う
す
る
の
か

　

池
田　

徳
晴 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

小
学
生
・
中
学
生
を

携
帯
電
話
の
危
険
性
か
ら
守
れ

　

飛
田　

昭 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
助
成
制
度
に
つ
い
て


